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一、

H小

R
瞬
は
癖
囲
賭
歌
に
お
け
る
暫
四
目
・
の
醸
凹
究
》
｝
そ
の
跡
ロ
及
を
細
門
る
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と
を
目
的
と
す
る

【
、
右
の
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的
の
た
め
に
輪
弧
の
購
巽
禦
を
行
・
り
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画
研
究
魯
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開
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鋤
　
毎
年
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講
演
會
を
翻
く

日
　
毎
月
［
同
「
哲
學
研
究
」
を
爽
行
ず
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一
、
志
小
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撫
一
蝋
串
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ず
る
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一
姿
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干
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く
、
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ハ
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大
醗
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二
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こ
の
よ
う
な
援
幼
濫
獲
は
、
三
際
、
大
規
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に
就
會
科
學
を
重
用
し
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る
の
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が
、
な
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そ
こ
に
鋏
箔
が
あ
っ
た
の
で
あ
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。
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ち
彼
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得
る
こ
と
を
見
蝕
す
こ
と
が
余
り
に
多
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で
あ
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。
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庶
事
を
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ま
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。
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あ
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人
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の
な
の
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。
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禽
硝

告

一
、
本
魯
は
魯
寝
溜
織
と
し
癬
員
に
は
餐
格
の
制
限
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
曾
希
鍛
の
方
は
京
都
霧
左
京
藏
爵
巾
西
浦
町
弘
交

脚迅

燻
R
籏
編
黒
欝
學
脅
μ
係
宛
に
規
定
の
命
目
覇
猟
（
年
～
、
　
ニ
ニ
○
瞬
四

久
け
…
傘
年
一
向
一
〇
腿
）
　
φ
妬
お
綿
鰍
一
下
ぺ
」
い

「
振
着
口
座
京
都
一
九
五
五
六
番
　
京
都
鱈
學
會
」

｝
、
命
慧
費
切
れ
辱
の
媒
耀
A
口
は
封
筒
に
「
晶
園
金
…
切
」
の
郊
距
㎞
柊
浄
し
ま

す
か
ら
直
ち
に
獅
　
携
込
下
さ
い
、
　
｝
年
分
（
久
は
傘
・
年
分
）

會
賓
は
原
瑚
と
し
て
本
誌
＋
二
鰍
（
叉
は
六
腿
）
の
逡
離
濟

を
凱
て
繭
金
切
れ
と
し
、
韓
燕
賀
の
攣
更
其
他
の
霧
鋳
に
よ
る

過
不
足
は
　
年
（
久
は
傘
年
）
簿
に
精
算
し
ま
す

　
、
幹
儲
聚
の
髄
W
肥
府
入
退
禽
鰍
サ
（
編
刷
集
蹴
丁
務
鍬
外
の
一
切
）
　
の
事

務
は
弘
轟
久
堂
内
山
果
瓢
即
哲
偲
牽
魯
係
へ
郷
｝
迎
知
下
さ
い

一
、
中
牟
勃
雛
の
編
箪
据
に
隅
麟
す
る
瀬
内
鰐
田
・
蕪
眉
刊
勲
揖
．
酔
訂
購
削
凝
伸
顔
鱒
鼠
舞
は

窺
・
命
H
宛
に
網
擢
塗
り
下
さ
いぬ思
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昭
憩
三
十
｝
年
九
月
十
五
日
即
棚

昭
刺
三
十
［
年
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月
二
十
巳
焚
行

　
　
　
　
編
集
人

爽
行
人

印
刷
人

印
欄
析

獲
行
灰

石

蹴弘京研環八酒代京京
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1尉1久1太熱
罰騒為修論
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交

堂
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阿
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匹
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臨
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丈
規
定

｝
、
會
員
以
外
の
購
讃
者
の
柳
車
篭
及
び
費
告
に
關
す
る
件
は

コ
弘
丈
堂
」
へ
綱
胃
串
w
込
．
下
さ
い

一
、
本
誌
の
御
註
女
は
す
べ
て
代
金
郵
稔
共
（
一
部
、
定
慣
幽

鳳
○
麟
・
郵
税
八
騨
）
前
金
に
て
お
逡
り
下
さ
い

｝
、
特
に
翻
求
書
及
び
旧
識
書
等
を
要
す
る
揚
’
貧
は
郵
券
八
闘

を
お
邊
9
下
さ
い
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